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岸 邦和･関津浩一 (杏林大学 ･保他)
これまでに,G0期もしくはG1期にあるヒトの
リンパ球を,シトシンアラビノシド(araC)で
処理すると.二動原体染色体や相互転座などの独
色体組換えが誘発され.これらの頻度が加齢性に
低下することを報告した (MechAgODovelop37:
211,1987)｡本研究では,同様の現象がヒト以外
の霊長類にも見られるか否かを,ニホンザル由来
のリンパ球を用いて検討することを目的とした｡
ヒトとニホンザルの細胞では,･薬剤に対する感
受性に種問差があることが予想された｡そこで先
ず.mitogen(コンカナバリンA:ConA)の
至適濃度を検討した｡また.ヒトの細胞について
検索した際のaraC処理濃度は.ヒトの培養リ
ンパ球の細胞分裂を90%以上阻害する渋皮とした
ので,ニホンザルの培養リンパ球でも同様に.細
胞分裂を90%以上阻害するaraCの渋皮を調べ
た｡
ConAの至適濃度は,48時間培養後の2回目
以上の分裂細胞の割合を検討することによって調
べた｡リンパ球の培養には,30J上Mのプロモデオ
キシウリジンと10%牛胎児血清の入ったRPMI
1640を用い,10FLg/m1-50JLgmlのConAを加
えて培養を開始した｡培養開始後45時間目にデメ
コルシソを添加し,その3時間後に固定した｡作
成した染色体模本をFPG染色した.その結果.
ConA濃皮20〟g/mlで2匝旧以上の分裂細胞
の割合が最も多く,この濃度をConAの至適磯
皮と判断した｡
araCの細胞分裂阻害効果の検討は,10%の牛
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